
近
年
の
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
と
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
中
で
、
自
己
の
充
実
や
生
活
の
向
上
を

図
り
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

自
発
的
で
広
範
な
学
習
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
が

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
そ
し
て
い

つ
ま
で
も
」学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
習
環
境

を
整
備
し
、
個
人
の
学
び
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、地
域
全
体
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
と
も
に
学
び
、
学
び
を
活
か
し
、
学
び
の
成
果
や

絆
が
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
心
豊
か
な
社
会
を

つ
く
る
」こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
と
協
働
に
よ

る
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
ん
だ
こ
と

を
地
域
に
返
し
活
か
し
て
い
く「
学
び
の
循
環
」や
人

と
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

生
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
・
文
化
、
子
育
て

な
ど
多
様
な
学
び
や
活
動
が
で
き
る
よ
う
学
習
機
会

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

義
務
教
育
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
人
格
の
形
成
と
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、

共
に
自
ら
の
資
質
・
能
力
を
活
か
し
、目
標
に
向
か
っ

て
努
力
を
重
ね
、
生
涯
を
通
じ
て
自
己
実
現
に
努
め

て
い
く
人
間
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
人
間
性
」

「
共
に
生
き
る
力
」を
育
む
た
め
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
、
教
育
委
員
会
が
共
通
の
理
解
の
も
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
子
ど
も
の
教
育
を
担
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

三
鷹
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
が
安
心
し
て

学
べ
る
教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫
教

育
校
を
全
市
展
開
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
参

画
と
ご
支
援
を
得
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
た
め
に
よ
り
一
層
充
実

し
た
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
三
鷹
市
教
育
委
員
会
は「
い
き
い

き
と
子
ど
も
が
輝
く
教
育
・
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ

く
り
」、「
創
造
性
と
豊
か
さ
を
ひ
ろ
げ
る
生
涯
学
習
・

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」を
行
政
の
基
本
目
標
と
し
て
、

学
校
教
育
及
び
生
涯
学
習
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

教
育
長
就
任
に
あ
た
っ
て
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教
育
委
員
会
の
し
く
み

地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
の
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
等
に
関
す
る
事
務
を
行
う
場
合

は
、
そ
の
性
質
上
、
政
治
的
に
中
立
で
あ
る
こ
と
、

継
続
性
・
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
、
地
域
住
民
の

意
向
を
反
映
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
方
自
治
体
に
は
、
首
長
か
ら
独
立
し
た
合
議

制
の
行
政
委
員
会
と
し
て
、
教
育
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
教
育
委
員
会
は
、
５
人
の
教
育
委
員
で
組

織
さ
れ
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
基
本

方
針
や
施
策
を
、
教
育
委
員
の
合
議
に
よ
っ
て
決
め

て
い
ま
す
。

教
育
委
員
の
主
な
活
動

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
、
規
則
の
制
定
、
教
科
書
の

採
択
な
ど
議
案
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
訪
問
を
実
施
し
、
学
校
経
営
・
授
業
等
に
対
し
指

導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、
学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会

や
学
校
の
研
究
発
表
会
、
教
育
委
員
会
研
究
会
や
会

議
に
出
席
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
学
校
の
状
況

や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。

三
鷹
市
教
育
委
員
会
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

教育委員の就任
平成24年10月16日、貝ノ瀨 滋氏、角田 徹氏、髙部 明夫氏

が三鷹市教育委員会委員に就任しました。貝ノ瀨委員は３期
目、角田委員、髙部委員は新任となります。
また、同日の教育委員会臨時会で、委員長に貝ノ瀨 滋委員

を、委員長職務代理者に角田 徹委員を選任し、教育長に髙部 
明夫委員を任命しました。

三
鷹
市
教
育
委
員
会

職  名 氏   名 委員の任期

委員長 貝
かい

ノ
の

瀨
せ

滋
しげる 自 平成24年10月16日

至 平成27年９月30日

委員長
職務代理者 角

かく

田
た

徹
とおる 自 平成24年10月16日

至 平成28年10月15日

委員 河
かわ

野
の

純
じゅん

子
こ 自 平成22年５月26日

至 平成26年５月25日

委員 岡
おか

由
ゆ

美
み 自 平成23年10月１日

至 平成27年９月30日

教育長 髙
たか

部
べ

明
あき

夫
お 自 平成24年10月16日

至 平成28年10月15日

 ○平成24年度事業計画の承認
 ○ 教育長の一般社団法人創造的復興教

育協会理事の兼職の承認 
 ○ 教育長の学校法人武蔵野大学客員教

授の兼職の承認
 ●東京都教育施策連絡会出席

 ○三鷹市社会教育委員の委嘱
 ○ 三鷹市スポーツ推進審議会委員の委

嘱 
 ○三鷹市文化財保護審議会への諮問 
 ○ 平成24年度一般会計補正予算見積

書について
 ● 関東地区都市教育長協議会 総会・

分科会出席
 ●学校訪問（第五中）
 ● 全国都市教育長協議会 定期総会・

研究大会出席
 ● 東京都市町村教育委員会連合会

定期総会出席

 ○三鷹市社会教育委員の委嘱
 ○三鷹市立図書館協議会委員の任命 
 ○三鷹市登録史跡の登録
 ●学校訪問（第五小・羽沢小）

 ○ 三鷹市教育委員会委員の辞職の同意 
 ○三鷹市社会教育委員の辞職の承認 
 ○ 三鷹市文化財保護審議会委員の委嘱
 ○ 平成24年度教育に関する事務の管

理及び執行の状況の点検及び評価
（平成23年 度分）

 ●学校訪問（第六小・第三中）
 ●東京都市教育長会 研修会出席

 ○ 平成25年度使用小・中学校教科用
図書及び小・中学校教育支援学級用
教科用図書の採択 

 ● 全国コミュニティ・スクール研究大
会 in 春日市出席

 ○三鷹市社会教育委員の委嘱
 ○ 三鷹市公民館運営審議会委員の委嘱
 ●学校訪問（中原小）

 ○教育長の任命
 ○ 教育長の公益財団法人三鷹市芸術文

化振興財団理事の兼職の承認
 ○ 教育長の特定非営利活動法人三鷹

ネットワーク大学推進機構理事の兼
職の承認

 ●学校訪問（第三小・第四小・東台小）
 ● 東京都市町村教育委員会連合会

第４ブロック研修会出席
 ●市町村教育委員会研究協議会出席

平成24年度上半期の主な審議案件と活動

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
！

（○は会議の審議案件、●は会議以外の活動）
⇨総務課 ☎内線3213

4月 6月

7月

8月

9月

10月

5月

教育委員の学校訪問（平成24年度は10校を訪問しました）

教
育
長

髙
部

明
夫

［略歴］
昭和50年４月公立小学校教諭として勤

務。東久留米市教育委員会指導主事、東
京都立教育研究所経営研究部指導主事、
東大和市教育委員会参事指導室長事務取
扱、三鷹市立第四小学校長を歴任し、平
成16年10月から平成24年10月まで三鷹
市教育委員会委員、教育長を務める。

［略歴］
東京医科大学助手、山梨医科大学第一

外科助手、カルフォル二ア州立大学ロサ
ンゼルス校外科フェローを歴任し、平成３
年６月角田外科消化器科医院開設。三鷹
市産業医、三鷹市医師会長を歴任し、現
在、東京都医師会理事、日本医師会代議員、
三鷹市健康福祉審議会会長なども務める。

［略歴］
昭和52年４月三鷹市就職。
総務部職員課長、教育委員会教育部調

整担当部長兼総務課長、総務部調整担当
部長兼政策法務課長、市民部調整担当部
長兼市民課長、市民部長、教育委員会教
育部長を務める。

貝ノ瀨 滋教育委員長

角田 徹委員

髙部 明夫教育長


